
川口市戸塚環境センター施設整備基本構想・基本計画策定業務委託 
プロポーザルにおける参加表明書に係る質問と回答について  

 
 ※略称について  

・川口市戸塚環境センター施設整備基本構想・基本計画策定業務委託プロポー

ザル実施要領の全編…「実施要領」といいます。 
・川口市戸塚環境センター施設整備基本構想・基本計画策定業務委託プロポー

ザル実施要領…「プロポーザル実施要領」といいます。 
・川口市戸塚環境センター施設整備基本構想・基本計画策定業務委託プロポー

ザル参加表明書作成要領…「参加表明書作成要領」といいます。 
・川口市戸塚環境センター施設整備基本構想・基本計画策定業務委託技術提案

書作成要領…「技術提案書作成要領」といいます。  
 

№ 質問事項 回答 

１ 

「《実施要領Ｐ１３、Ｐ１４》参加表明

書作成要領２（７）の注意事項及び（８）

の注意事項」について、一部の担当者の

業務実績が前職（転職前）に在籍してい

た会社でのものであり、「契約書の写

し」の用意が難しい場合は、業務履行当

時に作成した業務計画書等を「受託し

たことが確認できる書類」として認め

ていただくことは可能でしょうか。 

当該業務計画書等が業務の発注元に提

出した業務計画書等であり、発注者名、

履行期間、業務名が確認できる書類で

あれば、「受託（履行）したことが確認

できる書類」として提出していただい

て差し支えありません。 

２ 

「《実施要領Ｐ１２、Ｐ１３》参加表

明書作成要領２（６）及び（８）」に

ついて、管理技術者調書及び主任担当

技術者調書の作成にあたり、各技術者

の配置は第１次審査の審査方法が大き

く影響するものと考えます。「《実施

要領Ｐ６》プロポーザル実施要領６

（１）①審査項目」の標記があります

が、その審査方法について、定量評価

であればその配点を、プロポーザルの

参加資格に照合した定性評価であれば

その旨をご教示願います。 

「《実施要領Ｐ６》プロポーザル実施要

領６（１）①審査項目」の各項目は、定

量的評価を行います。 

なお、「《実施要領Ｐ６》プロポーザル

実施要領６（１）①審査項目及び６（２）

②審査項目」の配点は、非公開としてお

りますので、ご了承ください。 



また、管理技術者及び主任担当技術者

の配置は、「《実施要領Ｐ７》プロポ

ーザル実施要領６（２）②ア実施体

制」の評価にも含まれると理解します

が、その場合の「《実施要領Ｐ７》プ

ロポーザル実施要領６（２）②審査項

目」の配点をご教示願います。 

３ 

「《実施要領Ｐ１６》技術提案書作成

要領３（３）」には、「本要領５ペー

ジ４②」とありますが、該当ページに

記載されていませんのでご提示願いま

す。 

「《実施要領Ｐ１９》技術提案書作成要

領４②提出部数」を参照し、必要事項を

記載してください。 

なお、「本要領５ページ４②」の記載に

ついては、「本技術提案書作成要領４

②」に訂正いたします。 

４ 

「《実施要領Ｐ２》プロポーザル実施要

領３（５）及び（６）」では、施設整備

基本計画策定業務の実績を求められて

いますが、施設基本設計業務の実績も

認められると解してよろしいでしょう

か。 

質問の施設基本設計業務が「ごみ処理

施設整備の計画・設計要領 2006 改訂版

（公益社団法人 全国都市清掃会議）」

に記載する「ごみ処理施設整備事業計

画」の策定業務に該当する場合は、当該

施設基本設計業務の実績を施設整備基

本計画策定業務の実績として取り扱い

ます。 

５ 

「《実施要領Ｐ２》プロポーザル実施要

領３（６）」について、粗大ごみ処理施

設の処理能力については、当該施設に

おいて不燃ごみも処理対象としている

場合、不燃ごみ及び粗大ごみ併せて、 

１５ｔ/５ｈ以上と解してよろしいで

しょうか。 

そのとおりです。 

６ 

「《実施要領Ｐ２》プロポーザル実施要

領３（６）」について、粗大ごみ処理施

設が焼却処理施設等と併設される施設

も実績として認められると解してよろ

しいでしょうか。 

 

 

そのとおりです。 



７ 

「《実施要領Ｐ２》プロポーザル実施要

領３（８）」について、法令に基づく土

壌汚染調査業務とありますが、廃棄物

処理法もしくは土壌汚染対策法に基づ

き、都道府県等の関係機関の指導を受

けて実施した調査業務と解してよろし

いでしょうか。 

土壌汚染対策法若しくは廃棄物処理法の

法的見地から都道府県等の関係機関の指

導を受けて実施した土壌汚染調査業務に

ついては、法令に基づく土壌汚染調査業

務と解していただいて結構です。 

８ 

様式５－１に記載する手持ち業務の件

数について、対象は担当技術者として

従事している業務と解してよろしいで

しょうか。もし、管理技術者として従事

している業務も含む場合は、担当技術

者として従事している業務件数と分け

て記載すればよいでしょうか。 

様式５－１に記載する「手持ち業務の

件数」は、担当技術者等の立場によら

ず、従事するすべての業務を対象に件

数を記載してください。 

なお、件数は、担当技術者等の立場別に

分けて記載する必要はありません。 

 
 
 
 
 
 


